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5月20日選定 4



2022年9月15日 募集開始

2024年3月末時点、100事業者が参加

2023年2月11日 発足式開催
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生態系
の再生

「生きものを
育む農法」

を農業技術へ

2007年（平成19年）発足

産官民が一体となった取組 10



認定された農業遺産システム名
「トキと共生する佐渡の里山」
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保育園・学校給食への有機食材を
試験的に導入開始※

※ 小中学校は、 １か月限定、無農薬無化学肥料栽培米を提供
島内保育園は、継続した提供を開始 12
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砂金山

金銀山

銀山

鉛山

佐渡金銀山佐渡金銀山
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相川京町通り

小木の港通り 宿根木（三角屋）

宵の舞
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薪能

⿁太鼓

相川京町通りでのイベント

清水寺
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佐渡市

明治安田生命
保険相互会社

第一生命保険
株式会社

損害保険ジャパン
株式会社 がん対策

スポーツ振興

地域の見守り

介護予防

感染症対策

心と体の
健康づくり

健康寿命日本一を目指した地域づくり大学連携による人・知、技術の交流拡大 18



自動運転（EVバス）の実証運行を実施(2024年１月12日～21日)

地域住民や観光利用、貨客混載なども想定

相川きらりうむ佐渡～岩谷口間
（約36kmの国内最⾧ルート）
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火力 水力 その他
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木質ペレット
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新庁舎屋上に太陽光発電設備

平 常 時

庁舎電力に活用
・照明（LED）

・充電用コンセント

電気自動車を利用し、
必要な場所へ電気を供給
（広い地域をカバー）

＋

災 害 時

市役所の消費電力を、将来的に太陽光で発電した電気で
１００％ 賄うことを目標としています。

公用車のEV化と充電設備の整備
「脱炭素と災害に強い庁舎」を同時実現

2023年10月31日交付
佐渡市本庁舎が「ZEB 
Ready」を取得
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・拠点なる地区避難所にV2Hを整備
・災害による停電時に電気自動車を派遣し、地区避難所の電力供給を行う
・水や食料など一定の備蓄物資を確保する

避難所＋「V２H」＋電気自動車の連携
＝災害時の電源確保

V2H

分電盤

地区避難所
電気自動車の公用車を派遣

「Vehicle to Home（V2H）」
給電設備

備蓄物資
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